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1.  平成23年3月期の連結業績（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期 47,469 2.0 2,169 368.2 1,642 ― 1,144 120.5
22年3月期 46,560 1.4 463 56.0 51 △40.7 518 ―

（注）包括利益 23年3月期 924百万円 （38.5％） 22年3月期 667百万円 （―％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利

益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

23年3月期 12.64 ― 4.4 2.7 4.6
22年3月期 5.73 ― 2.0 0.1 1.0

（参考） 持分法投資損益 23年3月期  ―百万円 22年3月期  ―百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期 59,453 26,263 44.2 290.02
22年3月期 63,628 25,889 40.7 285.80

（参考） 自己資本   23年3月期  26,263百万円 22年3月期  25,889百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

23年3月期 6,944 △1,342 △4,792 3,833
22年3月期 2,186 △1,426 △878 3,037

2.  配当の状況 

 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

22年3月期 ― 3.00 ― 3.00 6.00 543 104.8 2.1
23年3月期 ― 3.00 ― 3.00 6.00 543 47.5 2.1

24年3月期(予想) ― 3.00 ― 3.00 6.00 ―

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
平成24年３月期の連結業績の予想につきましては、状況が不透明であることから、現時点において年間予想値を算出することは困難であると判断し、本決
算発表時においては未定といたしました。連結業績予想の開示が可能となった時点で速やかに公表する所存であります。 



4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無  

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

〔（注）詳細は16ページ「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」をご覧下さい。〕 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う変更  ： 有

② ①以外の変更  ： 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期 94,511,690 株 22年3月期 94,511,690 株

② 期末自己株式数 23年3月期 3,952,980 株 22年3月期 3,923,098 株

③ 期中平均株式数 23年3月期 90,575,234 株 22年3月期 90,600,388 株

（参考）個別業績の概要 

1.  平成23年3月期の個別業績（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

 

(2) 個別財政状態 

  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期 47,428 2.0 2,147 372.4 1,620 ― 1,114 118.1
22年3月期 46,517 1.4 454 67.8 41 △32.4 511 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

23年3月期 12.31 ―

22年3月期 5.64 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期 59,929 27,060 45.2 298.82
22年3月期 63,849 26,716 41.8 294.92

（参考） 自己資本 23年3月期  27,060百万円 22年3月期  26,716百万円

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算の開示時点において、財務諸表に対する監査手続きが実施中です。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、 当社が本資料発表日現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に
基づいており、実際の業績等は様々な要因により異なる可能性があります。 業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等
については、2～4ページ「1.経営成績（１）経営成績に関する分析」をご覧下さい。 
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①当期の経済の動向  

当連結会計年度におけるわが国経済は、期末最終盤に発生した東日本大震災によって景況感が一変

し、経済成長の停滞、更なる財政難に直面して景気回復シナリオが狂うこととなりました。すなわち未

曾有の激甚災害となった東日本大震災の被災者の生活支援と広範な被災地の復興、原発事故の収束が喫

緊の課題で、平成２３年度予算執行当初から震災対策の補正予算が組まれ二次、三次の補正予算も性急

な情勢となっております。この間、生産の減少、輸出の落ち込みから企業業績の不振、消費マインドの

悪化から個人消費の後退により民間予測では、今年１～３月期の実質成長率は０．６％どまりに下方修

正され、４～６月にはマイナス２．６％成長へ落ち込み幅が拡大するという推移が見込まれる情勢とな

っております。 

当年度の経済の歩みは、ＧＤＰ（国内総生産）が４～６月期には実質成長率で０．５％増（年率３．

１％）、７～９月期は０．８％増（同３．３％）、そして、１０～１２月期が０．３％減（同１．１％

減）と５四半期ぶりのマイナス成長となって、一時的な景気の踊り場をみせたものの今年１～３月期に

は民間予測で１．８％成長が見込まれ、緩やかな回復軌道に戻る見通しとなっておりました。これは、

中国景気の堅調、アジアと米国の景気持ち直しを背景に日本の輸出の盛り返しによる外需が索引役とな

り景気の堅調が見込まれておりました。この間、欧州の一部での財政・金融危機、中東・北アフリカで

の民衆デモ革命などの国際的波乱要因もあって１ドル８０円台突破の円高の襲来、その円高圧力で日経

平均株価が７，６９１円とリーマンショック以来の安値を記録する場面もありましたが、国際的な為替

市場介入による円安反転で日経平均株価も１万円台を回復して、景気は安定感を取り戻していたわけで

あります。こうした景気回復の筋書きが大きく崩れた型となって、経済・景気の先行きには不透明感が

一挙に濃くなってきた様相となってきております。 

  

 ②当期の業界の動向 

 わが医薬品業界におきましては、東日本大震災の影響が、被災地事業所の被災と被災地市場の大混乱

の大打撃を被って復旧復興には相当な期間がかかる見通しで業界環境が大きく変わってきております。

すなわち、平成２１年度の国民医療費が前年度比で３．５％増となる３５兆１千億円に達し、金額・伸

び率とも過去最高を記録、高齢者増と高度医療の需要増を映して高齢者医療費を中心に国民医療費の拡

大が続く様相で国民所得比率でも１０％台乗せとなってきております。しかし、東日本大震災ショック

により国民所得の伸びの停滞とも相まって国民医療費抑制政策は一段と強化される情勢となってきてお

ります。平成２２年度の薬価改定では、業界平均で５．７５％の引き下げに加えて長期収載品目には

２．２％の加算引き下げという薬価政策が実施され、業績の伸びを抑えられた形でありますが、次回以

降も、この政策を強化して継続が予想される情勢であります。国民医療費膨張の最大要因であります６

５歳以上の高齢者人口が数年の内にも全国の都道府県で２５％超となる予想で、少子高齢化の速度は衰

えを見せず、それだけ国民医療費抑制策は強化され、薬価政策のみならずジェネリック医薬の促進政策

も一段と推進される情勢であります。こうした流動的な日本市場に対して、ジェネリック医薬市場を狙

う世界大手の触手が国内大手との資本・業務提携へ動き、市場再編の新たな展開も注目されておりま

す。また、２０１０年問題のピークの今年は大型医薬品の特許切れが多くジェネリック市場の急展開の

様相となっております。なお、東日本大震災による医薬品生産拠点の操業停止、広範な被災地域の需要

機関施設の崩壊と患者の避難により市場再興には時間がかかる公算で全国の市場予想に影響を及ぼすこ

１．経営成績

（１）経営成績に関する分析
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とは必定であります。 

  

 ③当期の成果 

このような市場環境のもと、当社グループにおきましては、主柱の医薬品事業では、期初からの厳し

い薬価圧力のなか、主力の透析剤キンダリーの前期比４％強の減収をカバーして、大容量製品と生食注

キット１００ｍｌなどの生理食塩液や安全性向上の新型容器の補液製品サブラッドＢＳＧなど透析用補

液の伸び、吸着型血液浄化器リクセルの堅調、さらに、好調な血液凝固阻止剤ミニヘパなど品揃えが進

展（内用剤４５品目、注射剤６０品目）した後発医薬品部門の伸びも寄与して、第３四半期までの増勢

そのままに当期の医薬品事業の売上高が４７１億９９百万円（前年同期比１０１．９％）の増収とな

り、営業努力が効を奏して薬価下げ年度にもかかわらず増収基調を堅持しております。また、不動産事

業においては、デフレ経済下の不動産市況の低調ななか賃貸収入が比較的に安定して売上高が２億６９

百万円（同１１２．６％）となり、当期の総売上高は４７４億６９百万円（同１０２．０％）の増収と

なり、期初目標をほぼ達成しております。 

一方、利益面におきましては、主柱の医薬品事業の増収効果と三大新薬の開発計画の投資ピークを越

えたことなどによる研究開発費負担の軽減効果もありまして、販売費及び一般管理費が抑制できたこと

などから当期の営業利益が２１億６９百万円（同４６８．２％）と大幅増益となり、経常利益におきま

しても１６億４２百万円（前年同期は５１百万円）と大幅増益で収益の正常化を実現しております。た

だ、茨城工場の自動立体倉庫の被災による災害損失などの特別損失の計上もありまして、当期純利益は

１１億４４百万円（前年同期比２２０．５％）と増益幅が抑えられております。 

  

 ④当期の事業別の状況 

事業別の状況におきましては、主柱の医薬品事業では、主力の透析剤のキンダリーが市場圧力が厳し

いなか患者数増に見合う数量を伸ばしながら売上高では４％強の減収となりました。これを安全性の高

い新型容器製品サブラッド血液ろ過用補充液ＢＳＧへの全面的な切り替えによる続伸や、市場ニーズが

高い大容量製品と生食注キット１００ｍｌ製剤中心に好調な生理食塩液と、透析関連の準主力２製品の

売上高が１６９億円台と透析剤を約３７％上回っております。また、長期透析患者の療法ニーズを支え

に吸着型血液浄化器のリクセルが堅調であり、さらに、再躍進体制の血液凝固阻止剤のヘパリン製剤が

シリンジ製品上市で著伸のミニヘパを中心に好調が続いて売上規模が２５億円近くに回復しておりま

す。加えて、品揃えが進展（内用剤４５品目、注射剤６０品目）する後発医薬品部門の伸びも寄与して

薬価改定年度にもかかわらず医薬品事業の売上高目標達成へ営業努力の効果が出てきております。一

方、不動産事業におきましては、東西の３テナントビル施設ともにテナントが安定して賃貸収入が順調

で、不動産市況の停滞下においても比較的に安定した業績推移となり売上高は２億６９百万円（同１１

２．６％）を挙げております。 

  

⑤当期の設備投資・研究開発の状況 

 当期の設備投資は、大規模投資の計画がなく、城東、岡山、茨城、大東の四工場での生産効率化への

合理化工事を中心に、研究開発センターほかを合わせて１０億円強となっております。なお、茨城工場

の被災による設備の損傷はなく新たな復旧投資負担の課題は生じておりません。 

 次に、新製品開発など研究開発の状況につきましては、鎮痛剤、止血材、がんワクチン製剤の有望３

製品の開発が製造承認へ向け大きく進展しております。まず、帯状疱疹（ヘルペス）後の神経痛に対す
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る口腔粘膜貼付鎮痛剤ＦＴＢ－８１２７が、期中の平成２２年８月に製造販売承認申請を行い承認待ち

のところであり、開発提携の東洋紡績（株）での生産体制が既に整い万全の販売体制を整えつつありま

す。また、スリー・ディー・マトリックス社から独占販売権を取得しております外科用止血材のＴＤＭ

－６２１は、優れた安全性と利便性を兼ね備えた従来にない新発想の製品として注目され広い市場ニー

ズが期待されており、いよいよ製造販売承認申請の運びとなっております。さらに、膵臓がんに対する

オンコセラピー・サイエンス社と共同開発（大塚製薬も参加）の治療用ワクチンＯＴＳ－１０２は、第

Ⅱ／Ⅲ相臨床試験におきまして規定投与症例数の登録が終了し、中間解析の結果、プロトコール規定の

試験継続の勧告を受けて治験を継続中で開発の大詰めを迎えております。なお、このほか透析関連製剤

につきましては、新ニーズの新型透析剤として、期中の平成２２年１２月にキンダリー透析剤ＡＦ４Ｐ

号、同４Ｅ、同４Ｄの３品目の承認を取得して平成２３年３月より上市販売を開始いたしております。

また、当期の研究開発費は約１９億円と前期比１７億円強、約４８％の節減となっております。 

  

 ⑥次期の見通し 

次期の業績見通しにつきましては、東日本大震災の国内経済に与える影響は計り知れないところで、

先行きの情勢判断も極めて困難な状況となっております。第２の戦後ともいわれます広域の被災地の復

興、全国に避難の被災者の生活復旧、農・水産の第一次産業から自動車、ＩＴに至る部品産業まで工業

再生、さらには長期戦が予想される原発事故の完全収束まで、わが国の経済、財政のベースが長期に亘

り大きく揺さ振られるのは必定でありましょう。医薬品業界におきましても、国民医療環境は一段と厳

しさを加えてくることは否めず、薬価政策はじめ国民医療費抑制策やジェネリック医薬促進策などが一

段と強化されてくることになりましょう。一方では、糖尿病領域、骨粗ショウ症領域、統合失調領域、

多発性硬化症領域などと新たな成長が期待される新薬市場開拓が相次いで、医薬品市場の構造改革が急

展開となっております。このような状況のなか当社グループといたしましては、直面した茨城工場の本

格操業再開もでき主力、準主力製品の安定供給態勢の構築を急ぐとともに、期待の三大新薬の上市企業

化を主軸に中・長期計画の達成を展望して経営基盤の安定、発展へ全社挙げて邁進する所存でありま

す。 

なお、上記のような不透明な市場環境のなか、東日本の生産拠点である茨城工場の大震災による操業

停止中の生産ロスと、この間の同業他社に依頼の代替供給後の市場調整や主力、準主力製品の安定供給

体制の確立など次期第１四半期の実績を見定めたうえでの判断を待って決めることとして、現時点にお

いては次期の通期業績予想の数値を決めるのは困難であると判断し、本決算発表時においては未定とい

たしました。連結業績予想の開示が可能となった時点で速やかに公表する所存であります。 
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①資産、負債及び純資産の状況 

当連結会計年度における資産、負債、純資産およびキャッシュ・フローの状況に関する分析 

（資産、負債および純資産）                   （単位 百万円） 

 
当連結会計年度末の総資産は、売掛金の減少やたな卸資産の減少により前連結会計年度末より４１

億７５百万円減少し５９４億５３百万円に、負債は、借入金の減少などにより、４５億４８百万円減

少し３３１億８９百万円に、純資産は、投資有価証券の評価引き下げなどがあったものの、当期純利

益の計上により３億７３百万円増加して２６２億６３百万円となりました。 

 なお、自己資本比率は３．５ポイント上昇しております。 

②キャッシュ・フローの状況 

当連結会計年度の現金及び現金同等物（以下資金という）は、営業活動により６９億４４百万円増

加し、投資活動により１３億４２百万円減少し、財務活動により４７億９２百万円減少し、３８億３

３百万円と前連結会計年度末に比べて７億９５百万円増加しております。 

（単位 百万円） 

 
（営業活動によるキャッシュ・フロ－） 

営業活動により得られた資金は、６９億４４百万円(前年同期比４７億５８百万円の増加)となりま

した。これは主に、仕入債務が６億８８百万円(前年同期は３億６７百万円の増加）減少したもの

の、税金等調整前当期純利益が９億８４百万円(前年同期比４億１０百万円の増加)、減価償却費が２

０億８８百万円(同１億２４百万円の減少)計上されたこと、売上債権が２０億１９百万円（同１８億

６６百万円の減少）減少したことなどによるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロ－） 

投資活動により支出した資金は、１３億４２百万円(前年同期比８３百万円の減少)となりました。

これは主に、有形固定資産の取得による支出１０億１５百万円(同１億５５百万円の減少)などによる

ものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロ－） 

財務活動により支出した資金は、４７億９２百万円(前年同期比３９億１３百万円の増加)となりま

した。これは主に、借入金の減少４１億４０百万円(前年同期は２億２８百万円の減少)、配当金の支

払５億４２百万円(前年同期比０百万円の増加)などによるものであります。 

（２）財政状態に関する分析

前連結会計年度 当連結会計年度 増 減

資産 63,628 59,453 △4,175

負債 37,738 33,189 △4,548

純資産 25,889 26,263 373

自己資本比率 40.7% 44.2% 3.5%

前連結会計年度 当連結会計年度 増  減

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,186 6,944 4,758

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,426 △1,342 83

財務活動によるキャッシュ・フロー △878 △4,792 △3,913

現金及び現金同等物の期末残高 3,037 3,833 795
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(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移 

 
（注）１.各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。 

 ・ 自己資本比率：自己資本／総資産 

 ・ 時価ベース自己資本比率：株式時価総額／総資産 

 ・ キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー 

 ・ インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／連結キャッシュ・フローの利息の支払額 

２．株式時価総額：期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後） 

 ・有利子負債：連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としており

ます。 

 ・営業キャッシュ・フロー：連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フロー（利息の支

払額および法人税等の支払額控除前） 

 ・連結キャッシュ・フローの利息の支払額：連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額 

  

当社は、利益配分の基本方針といたしましては、生命関連産業としての社会貢献と企業利潤追求の

両立を基本とする経営理念のもとで挙げ得た利益配分は、当然ながら経営の安定が大前提となり、会

社の資本基盤となる株主の皆さまへの利益還元においては安定配当の継続をベースに、業績伸長期に

あっては株主還元策に努め、一方、主力製品の安定供給という社会的責務を全うするための設備投資

や、新領域製品分野の開発投資など長期計画に沿った資金需要にそなえての内部留保資金の確保をも

勘案した利益配分策を長年に亘って継承してまいりました。この基本姿勢は今後も堅持してまいる所

存であります。 

なお、当社の配当につきましては、中間期末日、期末日を基準日とした年２回の配当制を継続いたし

ます。 

本年６月に開催予定の第８８回定時株主総会での承認を条件に、期末配当金を１株当たり３円とさ

せていただく予定であります。すでに実施済みの中間配当金と合せて、年間配当金は１株当たり６円

となります。 

目下次期の業績予想は未定ながら利益配当金は、中間配当１株当たり３円、期末配当１株当たり３

円の年間６円の継続を予定しております。 

  

  

平成19年３月期 平成20年３月期 平成21年３月期 平成22年３月期 平成23年３月期

自己資本比率 43.3 42.8 40.3 40.7 44.2

時価ベースの自己資本比率 46.3 36.3 39.0 43.6 37.8

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率

8.9 7.7 12.0 7.2 1.9

インタレスト・カバレッジ・ 
レシオ

8.5 7.4 5.1 8.3 24.2

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

①利益配分に関する基本方針

②当期の配当

③次期の配当
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①当社の事業に関わる法的規制リスク  

当社の事業は、国内外において各国の薬事関連規則等を厳守しております。ことに、医薬品、医療用

機器につきましては、開発、製造、輸入、流通およびユーザーの使用の各段階において、種々の承認・

許可制度および監視制度が設けられております。これら制度等の改正により業績に影響を与える可能性

があります。 

②医薬品の開発および発売に係るリスク 

医療用医薬品の開発には、多大な技術的・財務的・人的資源と長い時間を要しますが、それにもかか

わらず、商業的に成功する製品とはならない可能性があります。 

③医薬品の激しい市場競争によるリスク 

製薬業界は、市場競争が激しく、また、技術の進歩が急速であるという特性があり、業界内はもとよ

り他業種、海外企業との激しい市場競争により経営成績及び財政状態に影響を与える可能性がありま

す。 

④医薬品の副作用に係るリスク 

医薬品には、発売後予期せぬ副作用が確認される可能性があります。この新たな副作用が確認された

場合には、製品の自主回収、発売中止等により業績に影響を与える可能性があります。 

⑤特定の製品への依存に関わるリスク 

医薬品事業の主力製品である人工腎臓用透析剤は厳しい市場競争下にあります。創薬メーカーとして

トップシェアを占める当社では、常にコストダウンに努めておりますが、薬価基準の長期収載品目対象

等による薬価引下げ影響で大幅に売上げが減少した場合には、業績に影響を与える可能性があります。

⑥有価証券、不動産などの価格変動リスク 

当社および連結子会社は、有価証券、不動産などの価格変動リスクのあるものを保有しており、経営

成績および財政状態に影響を与える可能性があります。 

⑦その他 

これらのほかにも、当社が継続して事業活動を行う過程においては、災害などによる製造が遅滞また

は休止するリスク（このたびの東日本大震災に際して、茨城工場の立体自動倉庫の被災に伴う一時操業

停止がありましたが４月中旬に操業再開となりました）、製造物責任法（ＰＬ法）関連、その他に関し

ての訴訟リスク、海外導入品に関わる為替変動リスクなど、様々なリスクの可能性が存在しておりま

す。 

  

該当事項はありません。  

  

（４）事業等のリスク

（５）継続企業の前提に関する重要事象等
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 最近の有価証券報告書（平成２２年６月２９日提出）における「事業系統図（事業の内容）」及び「関係

会社の状況」から重要な変更がないため開示を省略しております。 

  

平成２１年３月期決算短信（平成２１年５月２０日開示）により開示を行った内容から重要な変更が

ないため開示を省略いたします。 

当該決算短信は、次のＵＲＬからご覧いただくことができます。 

（当社ホームページ） 

http://www.fuso-pharm.co.jp/ 

（東京証券取引所ホームページ（上場会社情報検索ページ）） 

http://www.tse.or.jp/listing/compsearch/index.html 

  

２．企業集団の状況

３．経営方針
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４．連結財務諸表

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成22年３月31日)

当連結会計年度
(平成23年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,137 3,833

受取手形及び売掛金 21,061 19,042

商品及び製品 6,396 5,318

仕掛品 101 82

原材料及び貯蔵品 950 1,063

繰延税金資産 473 570

その他 992 193

貸倒引当金 △2 △2

流動資産合計 33,112 30,103

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 28,937 28,896

減価償却累計額 △19,620 △20,115

建物及び構築物（純額） 9,317 8,780

機械装置及び運搬具 24,120 24,099

減価償却累計額 △20,434 △20,788

機械装置及び運搬具（純額） 3,685 3,310

土地 ※2 11,343 ※2 11,344

リース資産 7 7

減価償却累計額 △1 △3

リース資産（純額） 5 3

建設仮勘定 79 124

その他 4,216 4,158

減価償却累計額 △3,618 △3,654

その他（純額） 598 504

有形固定資産合計 ※1 25,028 ※1 24,067

無形固定資産 200 201

投資その他の資産

投資有価証券 2,265 2,131

長期貸付金 59 48

その他 2,961 2,901

貸倒引当金 △0 △0

投資その他の資産合計 5,286 5,081

固定資産合計 30,515 29,350

資産合計 63,628 59,453
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成22年３月31日)

当連結会計年度
(平成23年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 11,938 11,249

短期借入金 ※1 9,825 ※1 6,168

1年内償還予定の社債 100 100

リース債務 1 1

未払金 1,541 1,454

未払法人税等 84 62

預り金 2,011 2,046

賞与引当金 663 805

役員賞与引当金 2 20

値引補償引当金 35 31

売上割戻引当金 288 287

返品調整引当金 21 9

災害損失引当金 － 85

その他 834 970

流動負債合計 27,348 23,293

固定負債

社債 450 350

長期借入金 ※1 5,867 ※1 5,384

リース債務 3 2

繰延税金負債 589 339

再評価に係る繰延税金負債 ※2 2,268 ※2 2,267

退職給付引当金 843 1,016

役員退職慰労引当金 230 243

その他 135 292

固定負債合計 10,389 9,895

負債合計 37,738 33,189

純資産の部

株主資本

資本金 10,758 10,758

資本剰余金 15,010 15,010

利益剰余金 5,769 6,372

自己株式 △1,398 △1,406

株主資本合計 30,139 30,734

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 205 △2

繰延ヘッジ損益 △43 △54

土地再評価差額金 ※2 △4,412 ※2 △4,414

その他の包括利益累計額合計 △4,249 △4,471

純資産合計 25,889 26,263

負債純資産合計 63,628 59,453
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

 連結損益計算書

(単位：百万円)

前連結会計年度
(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

売上高 46,560 47,469

売上原価 ※1 32,661 ※1 33,671

売上総利益 13,899 13,797

返品調整引当金戻入額 － 12

返品調整引当金繰入額 1 －

差引売上総利益 13,898 13,809

販売費及び一般管理費合計 ※2, ※3 13,434 ※2, ※3 11,639

営業利益 463 2,169

営業外収益

受取利息 24 10

受取配当金 34 46

受取報償金 98 18

原材料売却益 16 －

受取保険金 41 11

雑収入 44 142

営業外収益合計 259 229

営業外費用

支払利息 314 306

生命保険料 70 119

手形売却損 4 3

投資事業組合運用損 138 59

支払手数料 － 129

雑損失 144 138

営業外費用合計 671 756

経常利益 51 1,642

特別利益

投資有価証券売却益 0 14

貸倒引当金戻入額 0 －

固定資産売却益 ※4 202 ※4 3

独占販売権許諾契約一時金 ※5 1,000 －

前期損益修正益 － 27

その他 － 0

特別利益合計 1,202 46

特別損失

たな卸資産廃棄損 ※6 145 ※6 332

固定資産除却損 ※7 128 ※7 100

固定資産解体費用 ※8 400 －

投資有価証券評価損 6 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 51

災害による損失 － ※9 193

その他 0 25

特別損失合計 680 704

税金等調整前当期純利益 573 984

法人税、住民税及び事業税 42 46

法人税等調整額 12 △206

法人税等合計 54 △160

少数株主損益調整前当期純利益 － 1,144

当期純利益 518 1,144
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 連結包括利益計算書

(単位：百万円)

前連結会計年度
(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

少数株主損益調整前当期純利益 － 1,144

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 － △207

繰延ヘッジ損益 － △11

その他の包括利益合計 － ※2 △219

包括利益 － ※1 924

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 － 924

少数株主に係る包括利益 － －
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（３）連結株主資本等変動計算書

(単位：百万円)

前連結会計年度
(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

株主資本

資本金

前期末残高 10,750 10,758

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 10,758 10,758

資本剰余金

前期末残高 15,010 15,010

当期変動額

自己株式の処分 △0 △0

当期変動額合計 △0 △0

当期末残高 15,010 15,010

利益剰余金

前期末残高 5,720 5,769

当期変動額

剰余金の配当 △543 △543

土地再評価差額金の取崩 73 1

当期純利益 518 1,144

当期変動額合計 48 602

当期末残高 5,769 6,372

自己株式

前期末残高 △1,392 △1,398

当期変動額

自己株式の処分 0 0

自己株式の取得 △7 △8

当期変動額合計 △6 △7

当期末残高 △1,398 △1,406

株主資本合計

前期末残高 30,097 30,139

当期変動額

剰余金の配当 △543 △543

土地再評価差額金の取崩 73 1

当期純利益 518 1,144

自己株式の処分 0 0

自己株式の取得 △7 △8

当期変動額合計 42 594

当期末残高 30,139 30,734
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金

前期末残高 60 205

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

145 △207

当期変動額合計 145 △207

当期末残高 205 △2

繰延ヘッジ損益

前期末残高 △46 △43

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

3 △11

当期変動額合計 3 △11

当期末残高 △43 △54

土地再評価差額金

前期末残高 △4,338 △4,412

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

△73 △1

当期変動額合計 △73 △1

当期末残高 △4,412 △4,414

その他の包括利益累計額合計

前期末残高 △4,324 △4,249

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

75 △221

当期変動額合計 75 △221

当期末残高 △4,249 △4,471

純資産合計

前期末残高 25,772 25,889

当期変動額

剰余金の配当 △543 △543

土地再評価差額金の取崩 73 1

当期純利益 518 1,144

自己株式の処分 0 0

自己株式の取得 △7 △8

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 75 △221

当期変動額合計 117 373

当期末残高 25,889 26,263
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)

前連結会計年度
(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 573 984

減価償却費 2,213 2,088

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 51

災害損失引当金の増減額(△は減少) － 85

投資有価証券受贈益 － △45

投資有価証券売却損益（△は益） △0 △14

投資事業組合運用損益（△は益） 138 59

投資有価証券評価損益（△は益） 6 25

固定資産売却損益（△は益） △201 △3

固定資産除却損 127 89

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 △0

賞与引当金の増減額（△は減少） △86 142

退職給付引当金の増減額（△は減少） 275 173

受取利息及び受取配当金 △58 △57

支払利息 314 306

売上債権の増減額（△は増加） 152 2,019

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,210 984

仕入債務の増減額（△は減少） 367 △688

その他 △140 1,032

小計 2,471 7,232

利息及び配当金の受取額 53 62

利息の支払額 △304 △302

法人税等の支払額 △34 △48

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,186 6,944

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,171 △1,015

有形固定資産の売却による収入 0 9

投資有価証券の取得による支出 △49 △307

投資有価証券の売却による収入 0 28

投資有価証券の償還による収入 － 11

出資金の分配による収入 118 26

定期預金の預入による支出 △996 △286

定期預金の払戻による収入 850 336

その他 △177 △145

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,426 △1,342

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △30 △3,435

長期借入れによる収入 3,200 2,550

長期借入金の返済による支出 △3,398 △3,255

社債の償還による支出 △100 △100

自己株式の売却による収入 0 0

自己株式の取得による支出 △7 △8

リース債務の返済による支出 △1 △1

配当金の支払額 △541 △542

財務活動によるキャッシュ・フロー △878 △4,792

現金及び現金同等物に係る換算差額 △6 △13

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △125 795

現金及び現金同等物の期首残高 3,162 3,037

現金及び現金同等物の期末残高 ※1 3,037 ※1 3,833
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該当事項はありません。 

  

  

 
  

  

（５）継続企業の前提に関する注記

（６）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更

【会計方針の変更】

前連結会計年度
(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

―― 

 

（資産除去債務に関する会計基準等）

 当連結会計年度より、「資産除去債務に関する会計基

準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）及び

「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会

計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用して

おります。

 これにより、当連結会計年度の営業利益及び経常利益

はそれぞれ11百万円減少しており、税金等調整前当期純

利益は62百万円減少しております。また、当会計基準等

の適用開始による資産除去債務の変動額は157百万円で

あります。

【表示方法の変更】

前連結会計年度
(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

（連結損益計算書）

 前連結会計年度において区分掲記していた「販売費及

び一般管理費」（注）は、連結財務諸表規則第55条第１

項ただし書により、当連結会計年度から「販売費及び一

般管理費」として一括掲記しております。なお、前連結

会計年度と同様に区分掲記した場合の費目および分類は

次のとおりであります。

（注） 荷造運搬費 2,199百万円

給料 2,284 〃

賞与引当金繰入額 293 〃

退職給付費用 231 〃

役員退職慰労引当金繰入額 12 〃

減価償却費 248 〃

研究開発費 3,660 〃

その他 4,505 〃

(販売費及び一般管理費合

計)
 (13,434百万円)

――
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前連結会計年度
(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

（連結損益計算書）

――  前連結会計年度において区分掲記していた「原材料売

却益」（当連結会計年度17百万円）は、前連結会計年度

からの重要性を鑑み、営業外収益の「その他」に含めて

表示しております。

――  前連結会計年度において区分掲記していた「貸倒引当

金戻入額」（当連結会計年度０百万円）は、前連結会計

年度からの重要性を鑑み、特別利益の「その他」に含め

て表示しております。

――  前連結会計年度において区分掲記していた「投資有価

証券評価損」（当連結会計年度25百万円）は、前連結会

計年度からの重要性を鑑み、特別損失の「その他」に含

めて表示しております。

――  当連結会計年度より、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づ

き、財務諸表等規則等の一部を改正する内閣府令（平成

21年３月24日 内閣府令第５号）を適用により、「少数

株主損益調整前当期純利益」の科目を表示しておりま

す。

（連結キャッシュ・フロー計算書）

 前連結会計年度において、「投資活動によるキャッシ

ュ・フロー」の「その他」に含めて表示しておりました

「定期預金の払戻による収入」は、当連結会計年度にお

いて、その重要性が増したため、区分掲記しておりま

す。なお、前連結会計年度の「投資活動によるキャッシ

ュ・フロー」の「その他」に含まれる「定期預金の払戻

による収入」は125百万円であります。 

 

――

【追加情報】

前連結会計年度
(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

――  当連結会計年度より、「包括利益の表示に関する会計

基準」（企業会計基準第25号 平成22年６月30日）を適

用しております。ただし、「その他の包括利益累計額」

及び「その他の包括利益累計額合計」の前連結会計年度

の金額は、「評価・換算差額等」及び「評価・換算差額

等合計」の金額を記載しております。
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（７）連結財務諸表に関する注記事項

(連結貸借対照表関係)

前連結会計年度 
(平成22年３月31日)

当連結会計年度 
(平成23年３月31日)

 

※１ このうち次の有形固定資産を担保に供しておりま

す。

(1) 城東・岡山・茨城工場工場財団

建物及び構築物 6,635百万円

機械装置 143 〃

土地 4,145 〃

その他 2 〃

合計 10,926 〃

上記物件に対応する債務

短期借入金 206百万円

長期借入金 1,803 〃

合計 2,009 〃

 

※１ このうち次の有形固定資産を担保に供しておりま

す。

(1) 城東・岡山・茨城工場工場財団

建物及び構築物 6,138百万円

機械装置 71 〃

土地 4,145 〃

その他 1 〃

合計 10,356 〃

上記物件に対応する債務

短期借入金 273百万円

長期借入金 1,630 〃

合計 1,903 〃

 

 

(2) 城東・岡山・茨城工場工場財団以外の物件

土地 1,917百万円

上記物件に対応する債務

短期借入金 85百万円

長期借入金 1,864 〃

合計 1,950 〃

 

(2) 城東・岡山・茨城工場工場財団以外の物件

建物及び構築物 62百万円

土地 1,997 〃

合計 2,060 〃

上記物件に対応する債務

短期借入金 179百万円

長期借入金 1,807 〃

合計 1,987 〃

※２ 土地の再評価に関する法律(平成10年３月31日公

布法律第34号)及び土地の再評価に関する法律の一

部を改正する法律(平成13年３月31日公布法律第19

号)に基づき、事業用土地の再評価を行っておりま

す。

   なお、再評価差額については、当該再評価差額に

係る税金相当額を「再評価に係る繰延税金負債」と

して負債の部に計上し、これを控除した金額を「土

地再評価差額金」として純資産の部に計上しており

ます。

   再評価の方法

土地の再評価に関する法律施行令(平成10年３

月31日公布政令第119号)第２条第４号に定める

地価税法第16条に規定する地価税の課税価格の

計算の基礎となる土地の価額を算定するために

国税庁長官が定めて公表した方法により算定し

た価額に合理的な調整を行って算出する方法に

よっております。

※２ 土地の再評価に関する法律(平成10年３月31日公

布法律第34号)及び土地の再評価に関する法律の一

部を改正する法律(平成13年３月31日公布法律第19

号)に基づき、事業用土地の再評価を行っておりま

す。

   なお、再評価差額については、当該再評価差額に

係る税金相当額を「再評価に係る繰延税金負債」と

して負債の部に計上し、これを控除した金額を「土

地再評価差額金」として純資産の部に計上しており

ます。

   再評価の方法

土地の再評価に関する法律施行令(平成10年３

月31日公布政令第119号)第２条第４号に定める

地価税法第16条に規定する地価税の課税価格の

計算の基礎となる土地の価額を算定するために

国税庁長官が定めて公表した方法により算定し

た価額に合理的な調整を行って算出する方法に

よっております。

 

再評価を行った年月日 平成14年３月31日

再評価を行った土地の期末に
おける時価と再評価後の帳簿
価額との差額

△1,941百万円

(注)上記の時価と再評価後の帳簿価額との差額の

うち、賃貸等不動産に関するものについては

△124百万円含まれております。

 

再評価を行った年月日 平成14年３月31日

再評価を行った土地の期末に
おける時価と再評価後の帳簿
価額との差額

△2,613百万円

(注)上記の時価と再評価後の帳簿価額との差額の

うち、賃貸等不動産に関するものについては

214百万円含まれております。
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当連結会計年度(自  平成22年４月１日  至  平成23年３月31日) 

※１  当連結会計年度の直前連結会計年度における包括利益 

 
  

※２  当連結会計年度の直前連結会計年度におけるその他の包括利益 

 
  

(連結損益計算書関係)

前連結会計年度
(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

 

※１ 通常の販売目的で保有するたな卸資産の収益性 

   の低下による簿価切下額

売上原価 29百万円
 

※１ 通常の販売目的で保有するたな卸資産の収益性 

   の低下による簿価切下額

売上原価 28百万円

 

※２ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目および
   金額は次のとおりであります。

荷造運搬費 2,199百万円

給料 2,284 〃

賞与引当金繰入額 293 〃

退職給付費用 231 〃

役員退職慰労引当金繰入額 12 〃

減価償却費 248 〃

研究開発費 3,660 〃
 

※２ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目および
   金額は次のとおりであります。

荷造運搬費 2,130百万円

給料 2,339 〃

賞与引当金繰入額 347 〃

退職給付費用 182 〃

役員退職慰労引当金繰入額 13 〃

減価償却費 245 〃

研究開発費 1,907 〃

 

※３ 研究開発費の総額

販売費及び一般管理費に含まれる研究開発費

3,660百万円
 

※３ 研究開発費の総額

販売費及び一般管理費に含まれる研究開発費

1,907百万円

※４ 扶桑会館跡地(一部)売却益であります。 ※４ 札幌支店土地（一部）売却益であります。

※５ OTS102の製造販売に関するサブライセンスの付与 

   によるものであります。

――

※６ サブラッド及びロワチンの自主回収による処分 

   額及び廃棄費用等であります。

※６ 岡山工場における設備ラインの一時不調における

   たな卸資産の廃棄費用であります。

 

※７ このうち主なものは次のとおりであります。

機械装置除却損 112百万円

※７ このうち主なものは次のとおりであります。

建物除却損  33百万円

機械装置除却損 44 〃   

※８ 扶桑会館の建屋解体工事費用であります。 ――

―― ※９ 東日本大震災による損失で、災害損失引当金繰入

   額が85百万円含まれています。

(連結包括利益計算書関係)

親会社株主に係る包括利益 667百万円

少数株主に係る包括利益 ―  〃

計 667百万円

その他有価証券評価差額金 145百万円

繰延ヘッジ損益 3  〃

計 148百万円
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前連結会計年度（自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日） 

１ 発行済株式に関する事項 

   
  
２ 自己株式に関する事項 

   
（変動事由の概要） 

増加数の内訳は、次のとおりであります。 

 単元未満株式の買取りによる増加       24,631株 

減少数の内訳は、次のとおりであります。 

 単元未満株式の売渡しによる減少        1,759株 

  
３ 配当に関する事項 

(1) 配当金支払額 

 
  

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの 

 
  

  
  
  

(連結株主資本等変動計算書関係)

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(千株) 94,511 － － 94,511

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 3,900,226 24,631 1,759 3,923,098

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配当額
（円）

基準日 効力発生日

平成21年６月26日 
定時株主総会

普通株式 271 3.00 平成21年３月31日 平成21年６月29日

平成21年11月６日 
取締役会

普通株式 271 3.00 平成21年９月30日 平成21年12月７日

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成22年６月29日 
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 271 3.00 平成22年３月31日 平成22年６月30日
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当連結会計年度（自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日） 

１ 発行済株式に関する事項 

   
  
２ 自己株式に関する事項 

   
（変動事由の概要） 

増加数の内訳は、次のとおりであります。 

 単元未満株式の買取りによる増加       31,400株 

減少数の内訳は、次のとおりであります。 

 単元未満株式の売渡しによる減少        1,518株 

  
３ 配当に関する事項 

(1) 配当金支払額 

 
  

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの 

 
  

  

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(千株) 94,511 － － 94,511

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 3,923,098 31,400 1,518 3,952,980

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配当額
（円）

基準日 効力発生日

平成22年６月29日 
定時株主総会

普通株式 271 3.00 平成22年３月31日 平成22年６月30日

平成22年11月５日 
取締役会

普通株式 271 3.00 平成22年９月30日 平成22年12月６日

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成23年６月29日 
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 271 3.00 平成23年３月31日 平成23年６月30日
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(連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前連結会計年度
(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

※１ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表

に掲記されている科目の金額との関係

(平成22年３月31日現在)

 現金及び預金勘定 3,137百万円

 預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △100 〃

 現金及び現金同等物 3,037 〃

※１ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表

に掲記されている科目の金額との関係

(平成23年３月31日現在)

 現金及び預金勘定 3,833百万円

 預入期間が３ヶ月を超える定期預金 ― 〃

 現金及び現金同等物 3,833 〃
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   (注) １ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

   ２ 各区分の主な製品 

    (１)医薬品事業・・・輸液を中心とする注射剤や人工腎臓透析液などの医療用医薬品及び医療用機械 

            器具 

     (２)不動産事業・・・不動産の賃貸 

   ３ 資産のうち、消去又は全社の項目に含めた全社資産(8,636万円)の主なものは、親会社での余資運 

   用資金(現金及び預金)、長期投資資金(投資有価証券・長期預金) 等であります。 

  

在外連結子会社及び在外支店がないため、記載を省略しております。 

  

海外売上高は、連結売上高の10％未満のため、記載を省略しております。 

  

(セグメント情報等)

  【事業の種類別セグメント情報】

前連結会計年度(自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日)

医薬品事業 不動産事業 計(百万円)
消去又は 
全社 連結(百万円)

（百万円） （百万円） （百万円）

 Ⅰ 売上高及び営業利益

   売上高

  (1)外部顧客に 
    対する売上高

46,321 239 46,560 ─ 46,560

  (2)セグメント間の内部 
    売上高及び振替高

─ 4 4 (4) ─

計 46,321 244 46,565 (4) 46,560

   返品調整引当金繰入額 1 ─ 1 ─ 1

   営業費用 45,920 174 46,095 ─ 46,095

      営業利益 398 69 468 (4) 463

 Ⅱ 資産、減価償却費及び 
   資本的支出

   資産 51,481 3,509 54,991 8,636 63,628

   減価償却費 2,148 62 2,211 1 2,213

   資本的支出 851 13 864 ─ 864

(所在地別セグメント情報)

前連結会計年度(自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日)

(海外売上高)

前連結会計年度(自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日)
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Ⅰ  前連結会計年度(自  平成21年４月１日  至  平成22年３月31日) 

１  報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会

が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであ

ります。  

当社は、事業・種類別毎に構成されており、「医薬品事業」及び「不動産事業」の２つを報告セグメ

ントとしております。 

「医薬品事業」は、主に医療用医薬品の製造販売をしております。「不動産事業」は、不動産の賃貸

経営をしております。  

なお、当連結損益計算書の売上高は、全てこの２つのセグメントより構成されております。  

  

２  報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、その他の項目の金額の算定方法 

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な

事項」における記載と概ね同一であります。 

事業セグメントの利益は営業利益をベースとした数値であります。  

  

３  報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、その他の項目の金額に関する情報 

 
(注) 当社は事業セグメントに資産を配分しておりません。 

  

(セグメント情報)

(単位：百万円)

報告セグメント

合計

医薬品事業 不動産事業

売上高

  外部顧客への売上高 46,321 239 46,560

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

－ 4 4

計 46,321 244 46,565

セグメント利益 398 69 468

その他の項目

  減価償却費 2,150 62 2,213

  有形固定資産及び 
  無形固定資産の増加額

851 13 864
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４  報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異調整に関する事

項) 

 
  

 
  

 
  

(単位：百万円)

売上高 金額

報告セグメント計 46,565

セグメント間取引消去 △4

連結財務諸表の売上高 46,560

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 468

セグメント間取引消去 △4

連結財務諸表の営業利益 463

(単位：百万円)

その他の項目 報告セグメント計 調整額
連結財務諸表

計上額

減価償却費 2,213 － 2,213

有形固定資産及び無形固定資産の増加額 864 － 864
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Ⅱ  当連結会計年度(自  平成22年４月１日  至  平成23年３月31日) 

１  報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会

が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであ

ります。  

当社は、事業・種類別毎に構成されており、「医薬品事業」及び「不動産事業」の２つを報告セグメ

ントとしております。 

「医薬品事業」は、主に医療用医薬品の製造販売をしております。「不動産事業」は、不動産の賃貸

経営をしております。  

なお、当連結損益計算書の売上高は、全てこの２つのセグメントより構成されております。  

  

２  報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な

事項」における記載と概ね同一であります。 

事業セグメントの利益は営業利益をベースとした数値であります。  

  

３  報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

 
(注) 当社は事業セグメントに資産を配分しておりません。 

(単位：百万円)

報告セグメント

合計

医薬品事業 不動産事業

売上高

  外部顧客への売上高 47,199 269 47,469

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

― 0 0

計 47,199 270 47,469

セグメント利益 2,063 106 2,169

その他の項目

  減価償却費 2,025 63 2,088

  有形固定資産及び 
  無形固定資産の増加額

1,057 26 1,083
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４  報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異調整に関する事

項) 

 
  

 
  

 
  

当連結会計年度(自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日) 

１  製品及びサービスごとの情報 

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。 

  

２  地域ごとの情報 

(1) 売上高 

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の９０％を超えるため、記載を省略しておりま

す。 

  

(2) 有形固定資産 

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。 

  

３  主要な顧客ごとの情報 

(単位：百万円)

売上高 金額

報告セグメント計 47,469

セグメント間取引消去 0

連結財務諸表の売上高 47,469

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 2,169

セグメント間取引消去 0

連結財務諸表の営業利益 2,169

(単位：百万円)

その他の項目 報告セグメント計 調整額
連結財務諸表

計上額

減価償却費 2,088 － 2,088

有形固定資産及び無形固定資産の増加額 1,083 － 1,083

(関連情報)

(単位：百万円)

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

アルフレッサ㈱ 6,938 医薬品事業

㈱スズケン 6,128 医薬品事業

東邦薬品㈱ 5,294 医薬品事業
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当連結会計年度(自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日) 

 該当事項はありません。 

  

当連結会計年度(自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日) 

 該当事項はありません。 

  

当連結会計年度(自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日) 

 該当事項はありません。 

  

(追加情報) 

当連結会計年度より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号 平成21年

３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号

平成20年３月21日) を適用しております。 

  

(報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報)

(報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報)

(報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報)
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 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

  

 
  

(注) １株当たり当期純利益金額の算定上の基礎 

 
  

  前連結会計年度（自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日） 

  該当事項はありません。 

  

  当連結会計年度（自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日） 

  該当事項はありません。 

  

役員の異動（平成２３年６月２９日予定）  

１．退任取締役 

 取締役営業本部営業部大阪支店長  尾形  茂雄 

２．新任取締役候補 

 営業本部営業部広島支店長  石井  喜一 

(関連当事者情報)

前連結会計年度(自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日)

当連結会計年度(自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日)

(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

１株当たり純資産額 285円80銭 １株当たり純資産額 290円02銭

１株当たり当期純利益金額 5円73銭 １株当たり当期純利益金額 12円64銭

 なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

項目
前連結会計年度

(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

連結損益計算書上の当期純利益(百
万円)

518 1,144

普通株主に帰属しない金額(百万円) ─ ─

普通株式に係る当期純利益(百万円) 518 1,144

普通株式の期中平均株式数(株) 90,600,388 90,575,234

(重要な後発事象)

５．その他
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